
はじめてのハッピーバースデイ
平成20年11月に生まれた満１歳のお友だちです。

たっこ
12月号広報 2009

　

10
月
19
日
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
消
防
機
関
及
び
各

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
一
堂
に
会
し
、
広

く
町
民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。　

　

田
子
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
、
田
子
幼

稚
園
・
田
子
保
育
園
・
上
郷
保
育
園
・

田
子
町
消
防
団
な
ど
計
１
３
７
人
が
参

加
し
た
パ
レ
ー
ド
は
田
子
町
商
工
会
館

前
か
ら
始
ま
り
、
国
道
１
０
４
号
を
通

っ
て
消
防
署
前
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
署
で
「
た
ぷ
こ
ぷ
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク
で
は
「
そ
れ
い
け
に
ん
に
く

ま
ん
」
と
題
し
た
寸
劇
が
行
わ
れ
、
火

事
の
怖
さ
や
防
火
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
園
児
は
消
防
服
に
着

替
え
、
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
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●今月の話題 ･････････････ 2
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●公民館情報 ･････････････ 7
●図書館情報 ･････････････ 8
●お知らせ ･･･････････････ 8
●情報スクランブル ･････ 11 放水訓練がんばるぞ！

●滝川健
けんと

人 ちゃん
Ｈ20.11.1

（細野・男の子）
食欲旺盛な健人くん。
いっぱい食べて元気に
たくましく育ってね！

●佐野優
ゆうが

雅 ちゃん
Ｈ20.11.5

（石亀・男の子）
我が家の癒し系☆優雅。
優雅のスマイル
FANTASTIC!!

●沢頭颯
そうた

太 ちゃん
Ｈ20.11.4
（西舘野・男の子）

颯太が笑うと家族みん
なが元気になるよ。か
ぜひかないで大きく
なってね。

●岩間翔
しょうた

汰 ちゃん
Ｈ20.11.11
（矢田郎・男の子）

すくすく元気に育って
ね。パパ、ママより。

秋
の
火
災
予
防
運
動

防
火
パ
レ
ー
ド

●種子千
ち あ

愛 ちゃん
Ｈ20.11.4
（野々上・女の子）

ちあちゃん１歳おめで
とう！　ママとパパよ
り愛を込めて。

火の用心のおみこしを担いでパレードブラックファイヤをやっつけろ !!

顔を出して記念写真緊張感漂う降下訓練



2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

　

平
成
21
年
９
月
の
町
議
会
第

３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成

20
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入

総
額
が
41
億
５
１
９
２
万
３
千

円
、
歳
出
総
額
40
億
４
１
９
８

万
９
千
円
で
、
差
引
１
億
９
９

３
万
４
千
円
の
形
式
収
支
（
実

質
収
支
は
９
９
９
７
万
７
千

円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
前
年
度
対
比
１
億
１

０
１
８
万
５
千
円
、
２
・
７
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
地
方
交
付
税
及
び
国
庫
支

出
金
の
増
額
が
主
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
歳
入
の
増
加

に
伴
い
前
年
度
対
比
９
８
１
９

万
１
千
円
、
２
・
５
％
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

主
に
田
子
中
学
校
の
大
規
模
改

造
及
び
耐
震
補
強
事
業
の
実
施

に
伴
う
も
の
で
す
。
そ
の
他
の

行
政
経
費
に
つ
い
て
も
、
節
減

合
理
化
に
努
め
な
が
ら
、
産
業

経
済
、
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど

諸
施
策
に
関
連
す
る
事
務
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。

◆
平
成
20
年
度
の
主
な
実

施
事
業
（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

６
億
４
９
６
６
万
９
千
円

　

戸
籍
、
住
民
票
交
付
な
ど
の

町
の
基
本
的
な
業
務
か
ら
集
会

施
設
の
管
理
、
広
報
や
交
通
安

全
対
策
、
国
際
交
流
事
業
、
選

挙
執
行
、
統
計
な
ど
幅
広
い
事

務
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
集
会
施
設
管
理
費

１
０
０
３
万
３
千
円

◎
地
域
情
報
化
対
策
事
業
（
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
計
繰
出
金

な
ど
）
７
８
８
５
万
３
千
円

◎
国
際
交
流
関
連
事
業

１
２
２
６
万
８
千
円

◎
そ
の
他
、
電
算
推
進
事
業
、
防

災
行
政
無
線
運
営
事
業
な
ど

▼
民
生
費

７
億
４
９
４
４
万
３
千
円

　

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
、
児

童
な
ど
へ
の
福
祉
施
策
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

◎
高
齢
者
福
祉
・
医
療
費

２
億
８
１
９
３
万
４
千
円

◎
保
育
園
運
営
費

１
億
４
２
１
３
万
８
千
円

◎
児
童
福
祉
費

５
５
９
２
万
２
千
円

◎
そ
の
他
、
障
害
者
医
療
費
等

扶
助
費
、
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
等
管
理
運
営
事
業

な
ど

▼
衛
生
費

４
億
３
９
４
９
万
９
千
円

　

各
種
検
診
や
予
防
接
種
、
乳

幼
児
医
療
、
診
療
所
等
特
別
会

計
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
の
保
健

衛
生
、
ご
み
処
理
対
策
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
健
康
診
査
・
予
防
接
種
事
業

１
５
２
２
万
６
千
円

◎
診
療
所
・
老
健
施
設
特
別
会

計
繰
出
金

２
億
１
０
０
５
万
５
千
円

◎
三
戸
地
区
塵
芥
処
理
事
務
組

合
負
担
金

１
億
１
６
８
４
万
４
千
円

◎
そ
の
他
、
合
併
浄
化
槽
設
置

平
成
20
年
度
ま
ち
の

決
算
の
概
要
と
主
な
事
業

※項目ごとに四捨五入しているため、
　合計が一致しない場合があります。



　
3 今月の話題

事
業
、
廃
棄
物
不
法
投
棄
対

策
事
業
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費

２
億
８
９
４
９
万
７
千
円

　

農
林
畜
産
業
の
振
興
対
策
や

農
地
、
山
林
等
の
保
全
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
推
進
事
業

３
４
３
６
万
円

◎
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事

業　
　
　

７
９
２
万
１
千
円

◎
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

２
０
０
万
円

◎
そ
の
他
、
農
業
振
興
事
業
、

農
道
整
備
事
業
、
牧
野
管
理

事
業
な
ど

▼
土
木
費

１
億
３
５
９
４
万
２
千
円

　

道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の

整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

◎
道
路
新
設
改
良
事
業

５
２
３
４
万
３
千
円

◎
除
雪
費

１
７
１
９
万
４
千
円

◎
そ
の
他
、
道
路
維
持
管
理
事

業
、
住
宅
管
理
事
業
な
ど

▼
消
防
費

１
億
３
６
２
４
万
８
千
円

　

消
防
防
災
対
策
の
充
実
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
八
戸
広
域
消
防
費
負
担
金

１
億
９
２
６
万
６
千
円

◎
そ
の
他
、
消
防
施
設
の
維
持

管
理
、
消
防
団
の
運
営
な
ど

▼
教
育
費

５
億
６
１
１
７
万
７
千
円

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
に
お

け
る
教
育
、
社
会
教
育
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

◎
田
子
中
学
校
大
規
模
改
造
及

び
耐
震
補
強
事
業

２
億
７
５
５
２
万
５
千
円

◎
図
書
館
運
営
事
業

１
５
７
９
万
４
千
円

◎
そ
の
他
、
体
育
施
設
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
な
ど

▼
議
会
、
労
働
、
商
工
費
な
ど

◎
議
会
費
（
町
議
会
の
運
営
）

６
３
９
１
万
２
千
円

◎
労
働
費
（
勤
労
者
対
策
）

35
万
９
千
円

◎
商
工
費
（
商
工
観
光
振
興
）

６
５
９
６
万
９
千
円

◎
災
害
復
旧
費
（
町
道
ほ
か
）

４
４
０
２
万
９
千
円

◎
諸
支
出
金
（
水
道
会
計
繰
出
）

６
６
２
０
万
円

◎
公
債
費
（
町
債
の
償
還
）

８
億
４
０
０
４
万
５
千
円

問
役
場
総
務
課
財
政
行
革
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
１

　町税・国保税及び負担金等収入未済額の徴収に
は相当の努力の跡が見受けられるが、依然として
収入未済額は増加と長期化の傾向にある。特に、
年数が経過したものは一層累積の状況にあること
から、滞納整理の推進と県市町村総合事務組合と
の連携を一層強化し、徴収の効果を上げるととも
に適正な欠損処分処理を望む。
　収入未済額の増加は一般会計では、町税、負担
金及び使用料等、特別会計の国保税においても
年々増加の傾向にある。
　これらも含めて庁内の連携はもちろんのこと、
情報収集等に努め、より一層の協力が必要と思わ
れる。
　不納欠損処理についてはその理由と手続等を慎
重に審査をしたが、これは実情やむを得ないもの
であると認める。歳出については交付税等の減少
が進む中、年々厳しさが増す昨今であるため、健
全且つ着実な財政運営を図るべく歳出の抑制に努
めなければならないものと思われる。
　今後の事務事業の予算編成及び予算執行に当っ
ては、町財政健全化計画及び、町のおかれている
現実への認識を深め、職責上の自覚をもってこれ
に臨み、行政上の効果を高めるよう努力していた
だきたい。特に他団体への補助金交付について
は、補助金交付申請書並びに決算書の精査を綿密
に行い適正なる交付を望むものである。
　歳入においては、大幅な減額が生ずる事態を招く
ことのないよう充分な情報収集が必要と思われる。
　特別会計に係わる事業運営に当たっては、国
保、後期高齢者医療、介護保険事業等に係る経費
が年々増加の傾向にあり、一般会計からの繰出金
依存度を軽減するためにも予防医療事業に力を入
れる等創意工夫に努力されることを望む。

田子町監査委員　瀬川金悦・蹴揚清見

予防医療事業に力を入れる
等創意工夫を

●決算審査
の概要
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5 トピックス

　

前
回
は
、
権
利
と
責
務
の
第
１
回
目
と
し

て
、
町
民
、
事
業
者
、
町
の
権
利
や
役
割
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
第
２
回
目
と
な

る
今
回
は
、
町
長
、
議
会
の
役
割
を
示
す
と

と
も
に
、
協
働
を
進
め
る
う
え
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
情
報
共
有
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

（
町
長
の
責
務
）

第
７
条　

地
方
自
治
法
第
１
条
に
の
っ
と
り
、

町
長
は
、
町
の
代
表
者
と
し
て
、「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
民
主
的
に
し
て
能
率
的
な
行
政

の
確
保
」
に
つ
と
め
、
公
正
か
つ
誠
実
に
町
民

に
開
か
れ
た
町
政
運
営
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
協
働
に
よ
る
地
域
運
営
に
つ
と
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２　

町
長
は
、
協
働
に
よ
る
地
域
運
営
に
対
す

る
町
職
員
の
理
解
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
意
識

啓
発
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
解
説
】

○
地
方
自
治
法
第
１
３
８
条
の
２
の
規
定
「
執

行
機
関
の
義
務
」、
同
法
第
１
４
７
条
の
規
定

「
長
の
統
轄
代
表
権
」、
同
法
第
１
４
８
条
の
規
定

「
事
務
の
管
理
執
行
権
」
に
の
っ
と
り
、
公
正

か
つ
誠
実
な
町
政
運
営
、
情
報
公
開
に
よ
る
開

か
れ
た
町
政
運
営
に
つ
と
め
る
よ
う
行
政
事
務

の
管
理
執
行
を
お
こ
な
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

○
公
正
か
つ
誠
実
で
、
情
報
公
開
に
開
か
れ
た

町
政
運
営
を
お
こ
な
い
、
そ
の
上
で
、
町
民
、

事
業
者
、
議
会
と
と
も
に
協
働
に
よ
る
地
域
の

運
営
を
す
す
め
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

○
ま
た
、
同
趣
旨
か
ら
、
町
の
各
主
体
（
町
民
、

事
業
者
、
町
、
議
会
）
協
働
に
よ
る
地
域
運
営

が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
促

進
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

（
議
会
の
責
務
）

第
８
条　

議
会
は
、
町
民
の
代
表
か
ら
構
成
さ

れ
る
町
の
意
思
決
定
の
議
決
機
関
と
し
て
、
常

に
広
く
町
民
か
ら
意
見
を
も
と
め
る
よ
う
に
つ

と
め
、
公
正
か
つ
誠
実
な
議
会
運
営
を
お
こ
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
会
は
、
常
に
情
報
を
町
民
に
提
供
す
る

開
か
れ
た
議
会
運
営
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３　

議
会
は
、
協
働
に
よ
る
地
域
運
営
が
す
す

め
ら
れ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
開
か
れ
た
町
政

運
営
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
監
視
を
お
こ
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
解
説
】

○
議
会
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
の
意
思
決
定

の
議
決
機
関
と
し
て
、
広
く
町
民
か
ら
意
見
を

も
と
め
て
常
時
適
切
に
町
民
の
意
見
を
議
会
運

営
に
反
映
す
る
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
を
明
示
し

て
い
る
。

○
議
会
は
、
議
会
運
営
に
つ
い
て
、
広
報
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
会
議
の
公
開
な
ど
の
各
種
手

段
を
通
じ
て
、
町
民
に
対
し
て
公
開
す
る
こ
と

に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
議
会
は
、
地
域
の
運
営
（
ま
ち
づ
く
り
）
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
展
望
を
も
つ
こ
と
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
が
町
民
、
事
業
者
、
町
、
議
会
の
協
働
で

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
開
か
れ

た
町
政
運
営
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か

を
監
視
す
る
点
を
明
示
し
て
い
る
。

◆
第
４
章　

情
報
共
有
の
原
則
（
第
９
条
〜
第

12
条
）

（
情
報
の
共
有
）

第
９
条　

町
、
町
民
、
事
業
者
お
よ
び
議
会
は
、

町
の
仕
事
を
含
め
、
地
域
の
運
営
に
関
す
る
必

要
な
情
報
を
相
互
に
共
有
す
る
よ
う
に
つ
と
め

る
も
の
と
す
る
。

【
解
説
】

○
田
子
町
を
に
な
う
構
成
員
と
し
て
、
町
、
町

民
、
事
業
者
、
議
会
が
、
地
域
の
運
営
に
関
し

て
の
情
報
を
、
信
頼
感
を
持
っ
て
、
お
互
い
に

共
有
す
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

（
情
報
共
有
の
推
進
）

第
10
条　

町
は
、
情
報
共
有
を
進
め
る
た
め
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
し
く
み
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、
町
の
仕
事
お
よ
び
地
域
の
情
報
に
つ
い

て
総
合
的
に
共
有
す
る
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
町
の
仕
事
に
関
す
る
町
の
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
提
供
す
る
し
く
み

（
２
）
町
の
仕
事
に
関
す
る
町
の
会
議
を
公
開

す
る
し
く
み

（
３
）
町
民
の
意
見
お
よ
び
提
言
な
ど
が
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
し
く
み

【
解
説
】

○
田
子
町
情
報
公
開
条
例
を
も
と
と
し
て
、
①

か
ら
③
の
諸
制
度
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

①
町
の
仕
事
に
関
す
る
町
の
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
提
供
す
る
し
く
み
（
広
報
誌
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
活
用
し
て
の
広
報
、
お
知
ら
せ
放
送

な
ど
）

②
町
の
仕
事
に
関
す
る
町
の
会
議
を
公
開
す
る

し
く
み
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
情
報
を

扱
う
会
議
を
除
き
、
附
属
機
関
（
委
員
会
等
）

の
原
則
公
開
な
ど
）

③
町
民
の
意
見
や
提
言
な
ど
が
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
れ
る
し
く
み

（
附
属
機
関
等
の
委
員
の
公
募
）

第
11
条　

審
議
会
、
委
員
会
そ
の
他
の
附
属
機

関
の
委
員
の
選
任
は
、
町
民
の
多
様
な
意
見
を

反
映
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
こ
れ
を
お
こ
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
解
説
】

○
附
属
機
関
の
設
置
・
運
営
や
委
員
の
選
任
な

ど
に
関
す
る
「
要
綱
」
な
ど
に
お
い
て
、
会
議

の
設
置
お
よ
び
委
員
の
選
考
に
つ
い
て
、
町
民

の
多
様
な
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

協
働
の
観
点
に
通
じ
た
開
か
れ
た
場
と
し
て
の

委
員
会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
年
齢
性
別
な

ど
を
勘
案
し
、
効
率
的
で
適
正
な
選
考
方
法
、

公
募
の
方
法
な
ど
を
定
め
る
。

（
住
民
投
票
）

第
12
条　

町
長
は
、
町
政
運
営
上
の
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
広
く
住
民
の
意
思
を
直
接
問
う

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
住
民
投
票
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
町
長
は
、
住
民

の
適
切
な
判
断
に
資
す
る
よ
う
、
投
票
に
係
る

事
案
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３　

町
長
お
よ
び
議
会
は
、
住
民
投
票
の
結
果

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

住
民
投
票
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
そ
の
つ
ど
条
例
で
定
め
る
。

【
解
説
】

○
住
民
投
票
は
、
町
長
が
、
町
政
運
営
に
係
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
住
民
の
意
思
を
的
確
に

把
握
し
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

○
住
民
投
票
の
安
易
な
実
施
は
、
行
政
運
営
に

支
障
を
き
た
す
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま

ち
の
将
来
を
左
右
す
る
よ
う
な
、
特
に
重
要
な

事
項
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

○
住
民
投
票
は
、
反
対
の
意
思
表
明
の
た
め
の

制
度
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
田
子
町
を

つ
く
る
た
め
の
提
案
型
の
も
の
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　

田
子
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
全

文
・
解
説
）
が
必
要
な
方
は
、
役
場
総
務
課

へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
りinform

ation

④

「
田
子
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
〜
第
３
章(vol.2)

・
第
４
章
〜
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タ
、
紙
芝
居
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

トピックス

文化祭の様子

ト
ピ
ッ
ク
ス

◎
一
般
賞

　

第
一
部
（
小
学
１
・
２
年
）

▽
特
選
「
も
う
む
し
ば
で
な
か

な
い
ぞ
」
山
美
奏
葉
（
田
子
小

２
）
▽
入
選
「
元
気
な
あ
い
さ

つ
い
い
き
も
ち
」
北
村
ひ
な
た

（
同
）
▽
入
選
「
わ
た
し
も
・

ぼ
く
も
大
す
き
読
書
」
日
澤
葵

陽
（
同
）

第
44
回
田
子
町
文
化
祭

　

10
月
31
日
か
ら
11
月
２
日
の

３
日
間
、
第
44
回
田
子
町
文
化

祭
が
中
央
公
民
館
・
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
民
俗

資
料
館
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
文

化
協
会
の
作
品
や

町
内
小
中
学
校
の

作
品
展
示
、
産
直

市
な
ど
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
々
が
会

場
を
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
中
央

公
民
館
で
は
、
ク

ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を

使
っ
た
小
物
作
り

や
お
茶
会
、
田
子

町
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
カ
ル

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

●
平
成
21
年
度
青
森
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

▽
知
事
賞
「
元
気
な
あ
い
さ
つ

い
い
き
も
ち
」
北
村
ひ
な
た

（
田
子
小
２
）
▽
入
選
「
も
う

む
し
ば
で
な
か
な
い
ぞ
」
山
美

奏
葉
（
同
）
▽
入
選
「
わ
た
し

も
・
ぼ
く
も
大
す
き
読
書
」
日

澤
葵
陽
（
同
）
▽
入
選
「
た
っ

ぷ
り
な
す
い
み
ん
で
げ
ん
き
に

生
活
」
上
平
真
央
（
同
）

◎
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

▽
佳
作　

種
子
晴
也
（
田
子
小

４
）、
栗
木
秀
隆
（
同
）

●
第
57
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ

ン
ク
ー
ル

◎
特
別
賞

▽
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　

山
美
奏
葉
（
田
子
小
２
）

第
57
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
、
文
部
科
学

大
臣
奨
励
賞
受
賞

　

10
月
30
日
、
平
成
21
年
度
青

森
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

と
第
57
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
の
結
果
報
告
に
、
田

子
小
学
校
２
年
の
山
美
奏
葉
さ

ん
ら
が
町
長
室
を
訪
れ
ま
し

た
。
報
告
の
中
で
第
57
回
統
計

グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
文
部

科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

山
美
さ
ん
は
「
一
番
の
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語

り
、
ま
た
平
成
21
年
度
青
森
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
知
事

賞
を
受
賞
し
た
同
校
２
年
の
北

村
ひ
な
た
さ
ん
は
「
夏
休
み
に

何
日
も
学
校
へ

通
っ
て
作
っ
た

グ
ラ
フ
が
受
賞

し
て
う
れ
し

い
」
と
語
り
ま

し
た
。
報
告
を

受
け
た
松
橋
良

則
町
長
は
「
田

子
町
と
し
て
と

て
も
誇
り
に
思

左から上平真央さん、北村ひなたさん、山美奏葉さん、日澤葵陽さん

菊花展の前ではいポーズ！

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
山
美
さ
ん
の
グ
ラ
フ
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秋
の
音
楽
の
夕
べ

鶴
亀
バ
ン
ド
at
資
料
館

〜
子
ど
も
た
ち
の
食
育
・
あ
い

さ
つ
推
進
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
「
秋

の
音
楽
の
夕
べ
」
〜

　

10
月
28
日
、
民
俗
資
料
館
で

「
秋
の
音
楽
の
夕
べ　

鶴
亀
バ

ン
ド
at
資
料
館
２
０
０
９
」
が

田
子
地
域
大
学
主
催
で
開
催
さ

れ
、
来
場
者
約
80
人
が
音
楽
を

聞
き
な
が
ら
秋
の
夕
べ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

鶴
亀
バ
ン
ド
は
八
戸
市
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
バ
ン
ド

で
、
今
回
の
演
奏
会
で
は
「fly 

m
e to the m

oon

」
や
「
落
葉
」

な
ど
が
演
奏
さ
れ
、
観
客
の
耳

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
奏
会
は
、
子
ど
も

た
ち
の
食
育
や
あ
い
さ
つ
を
推

進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
収
益
金
の
一
部
で
「
伸

び
る
子
は
早
寝
・
早
起
き
・
朝

秋の夜長に音楽を楽しむ

ご
飯
・
あ
い
さ
つ
」
と
い
う
看

板
を
作
成
し
、
同
日
、
町
内
の

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

１
月
７
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
か
ら

第
36
回
新
春
書
き
初
め
大
会

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
新
鮮
な

気
持
ち
で
書
き
初
め
に
チ
ャ
レ

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
こ
ろ

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
集
合
時
間

　

参
加
す
る
方
は
、
午
後
１
時

10
分
ま
で
に
会
場
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
書
き
初
め
終
了
後
映

写
会
を
行
い
ま
す
。

成
人
式
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
22
年
１
月
10
日
（
日
）、

田
子
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
参
加
募
集
中
で

す
。
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

田
子
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー

ツ
賞
推
薦
願
書
受
付
中

　

平
成
21
年
田
子
町
文
化
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
願
書
を
受

付
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
平
成
21
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
実
績

（
過
去
の
実
績
も
含
む
）
に
基

づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
規
程

に
よ
り
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

文
化
賞
の
表
彰
の
種
類
は
文
化

賞
、
文
化
功
労
賞
、
文
化
奨
励

賞
で
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
種
類
は

ス
ポ
ー
ツ
大
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
功

労
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
、
ス

ポ
ー
ツ
賞
で
す
。

　

審
査
会
は
２
月
上
旬
に
行
わ

れ
、
表
彰
式
は
平
成
22
年
２
月

18
日
（
木
）
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
推
薦
書
の
提
出
締
め

切
り
は
平
成
22
年
１
月
18
日

（
月
）
ま
で
で
す
。
各
団
体
等

及
び
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
盛
況　

平
成
21
年
度
田
子
神
楽
後
継

者
養
成
講
座
成
果
発
表
会

　

10
月
30
日
、
平
成
21
年
度
田
子
神
楽
講
座
成

果
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
神
楽
講
座
受
講
生
の
成
果

発
表
会
の
場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
中

央
公
民
館
テ
ラ

ス
で
午
後
５
時

30
分
か
ら
の
開

始
で
44
名
が
参

加
し
、
講
座
で

練
習
し
て
き
た

番
楽
、
盆
舞
、

傘
舞
の
３
演
目

を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
町
民
の
皆

さ
ん
に
披
露
し

ま
し
た
。

神楽講座の成果を披露する受講生。傘舞（上）盆舞（下）
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お
知
ら
せ

役
場
等
年
末
年
始
休
業
の

お
知
ら
せ

●
12
月
29
日
（
火
）

　

〜
１
月
３
日
（
日
）

田
子
町
役
場
、
町
立
田
子
診

療
所
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ

ザ
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
、
中
央

公
民
館
、
上
郷
公
民
館
、
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
12
月
28
日
（
月
）

　

〜
１
月
５
日
（
火
）

　

町
立
図
書
館

●
１
月
１
日
（
金
）、

　

１
月
３
日
（
日
）

田
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
12
月
31
日
（
木
）

　

〜
１
月
３
日
（
日
）

　

田
子
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月

の
本
」
特
集

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
向

け
に
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
、
十
二

支
の
お
話
な
ど
楽
し
い
本
を
、

大
人
向
け
に
は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
や
リ
ー
ス
作
り
、
季
節
の
料

理
、お
正
月
の
飾
り
付
け
の
本
、

ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
Ｃ
Ｄ
な
ど
を

揃
え
て
展
示
・
貸
出
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
サ
ン
タ
の
い
ち
ね
ん
ト
ナ
カ

イ
の
い
ち
ね
ん

○
サ
ン
タ
の
ひ
み
つ
お
し
え
ま

す

図
書
館
情
報

「
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
」
特
集

○
と
の
さ
ま
サ
ン
タ

○
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

○
手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
○
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
飾
り

○
有
元
家
の
お
せ
ち
25
品

○
絵
手
紙
年
賀
状

年
末
は
１
人
10
冊
ま
で
貸

出
し
ま
す

　

図
書
館
の
年
末
年
始
休
館
日

は
12
月
28
日
（
月
）
か
ら
１
月

５
日
（
火
）
ま
で
の
９
日
間
で

す
。
利
用
者
の
皆
様
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ど

う
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●自伝
▽僕は、字が読めない。／小菅宏／289コ
●料理
▽バナナのお菓子／坂田阿希子／596サ
●園芸
▽知識ゼロからの食べる庭づくり／桐原春子／626キ
●コミックエッセイ
▽きょうの猫村さん４／ほしよりこ／726ホ
●時代小説・ミステリーなど
▽逍遙の季節／乙川優三郎／913オ
▽口は禍いの門／佐藤雅美／913サ
▽ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ。／辻村深月／913ツ
▽おれも武士（おとこ）／鳥羽亮／913ト
▽外国人墓地を見て死ね／西村京太郎／913ニ
▽新参者／東野圭吾／913ヒ
▽花と流れ星／道尾秀介／913ミ
▽きりきり舞い／諸田玲子／913モ
●その他の小説など
▽フリーター、家を買う。／有川浩／913ア
▽あるキング／伊坂幸太郎／913イ
▽トロワ／石田衣良ほか／913イ
▽ヘヴン／川上未映子／913カ
▽これでよろしくて？／川上弘美／913カ
▽熱い風／小池真理子／913コ
▽竜の道　飛翔篇／白川道／913シ
▽甘苦上海３／高樹のぶ子／913タ
▽床屋さんへちょっと／山本幸久／913ヤ
▽横道世之介／吉田修一／913ヨ
●エッセイなど
▽小さいころに置いてきたもの／黒柳徹子／914ク
▽発火点　桐野夏生対論集／914キ

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

12
月
の
図
書
館
行
事

▼
12
／
２
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
12
／
19
（
土
）
〜
１
／
７
（
木
）

読
書
マ
ラ
ソ
ン
（
上
郷
公
民
館
は

12
／
24
（
木
）
か
ら
）

▼
12
／
26
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
来
年
の
干
支
「
と
ら
」
の

折
り
紙
づ
く
り

※
12
／
12
（
土
）
本
の
読
み
き
か

せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
は
お
休

み
で
す
。

　

そ
こ
で
、
12
月
16
日
（
水
）

か
ら
12
月
27
日
（
日
）
ま
で
は

１
人
10
冊
ま
で
本
を
貸
出
し
ま

す
。
ご
家
族
で
た
く
さ
ん
の
本

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
休

館
中
は
本
を
返
却
す
る
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
は
な
る
べ
く
ご
利
用
に

な
ら
ず
１
月
６
日
（
水
）
以
降

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

12/26のとしょかんクラブは
「とら」の折り紙です
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扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提

出
は
お
済
み
で
す
か

　

例
年
同
様
、
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
給
し
て
い
る
次
の
方

に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

よ
り
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
平
成
21

年
10
月
26
日
か
ら
送
付
開
始
）

◆
65
歳
以
上
の
方

　

年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上

◆
65
歳
未
満
の
方

　

年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上

　

こ
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
が
な
い
場
合
は
、
年
金
か

ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
の

額
が
多
く
な
る
な
ど
、
受
給
し

て
い
る
年
金
額
に
影
響
が
あ
り

ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
扶
養

親
族
等
申
告
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
記
載
さ
れ
た
提
出
期
限
ま

で
に
ご
提
出
願
い
ま
す
。

◎
扶
養
親
族
等
申
告
書
に
関
す

る
「
よ
く
あ
る
質
問
」

Ｑ
１　

扶
養
親
族
が
い
な
い
場

合
で
も
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
か
？

Ａ
１　

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
が
な
い
場
合
は
ご
自
身

の
「
基
礎
控
除
」
を
受
け
ら

れ
な
い
他
、
所
得
税
率
も
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご

提
出
願
い
ま
す
。

Ｑ
２　

提
出
期
限
が
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
で
す
か
？

Ａ
２　

提
出
期
限
が
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
速
や
か
に
ご
提
出

願
い
ま
す
。
仮
に
、
提
出
が

遅
く
な
り
、
高
い
所
得
税
が

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
た

と
し
て
も
、
そ
の
後
正
し
い

金
額
に
調
整
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
３　

送
付
さ
れ
た
方
が
亡
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
３　

受
給
者
が
亡
く
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
扶
養
親
族
等

申
告
書
の
提
出
は
不
要
で

す
。
な
お
、
受
給
者
の
死

亡
の
手
続
き
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、
速
や
か
に
死

亡
届
を
社
会
保
険
事
務
所

へ
ご
提
出
願
い
ま
す
。

Ｑ
４　

扶
養
親
族
等
申
告

書
を
汚
し
た
り
紛
失
し
た

場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
す
か
？

Ａ
４　

各
社
会
保
険
事
務

所
に
用
紙
を
備
え
て
お
り

ま
す
が
、
郵
送
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

‐
05
‐
１
１
６
５
、
Ｉ
Ｐ

電
話
等
の
方
は
☎
０
３
‐

６
７
０
０
‐
１
１
６
５
）

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sia.go.jp/

Ｑ
５　

扶
養
親
族
等
申
告
書
を

提
出
し
た
場
合
は
確
定
申
告

の
必
要
は
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
５　

次
の
よ
う
な
方
は
、
扶

養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し

た
場
合
で
も
、
確
定
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
年
の
途
中
で
扶
養
親
族
等
の

人
数
が
増
減
す
る
な
ど
、
申
告

し
た
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
内

容
に
変
更
が
生
じ
た
方
。

○
年
金
以
外
の
収
入（
給
与
等
）

が
あ
る
方
。

○
他
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
。

○
生
命
保
険
料
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

基
礎
年
金
番
号
っ
て
何
？

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
平
成

８
年
12
月
ま
で
は
、
加
入
し
て

い
た
年
金
制
度
ご
と
の
番
号
に

よ
り
、
加
入
者
の
年
金
加
入
記

録
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
加
入
す
る
年
金
制
度

を
移
り
変
わ
っ
た
場
合
、
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
保
険
の
「
年

町で新型インフルエンザ予防接種費用を助成
　町では、新型インフルエンザの予防接種をした方に対して、そ
の費用の全額もしくは一部を助成します。
　助成額は次のようになります。

費用額 助成額 自己負担

課税世帯に属する者
１回目 3,600 2,600 1,000

２回目 2,550 1,550 1,000

非課税世帯に属する者
（生活保護世帯含む）

１回目 3,600 3,600 ０

２回目 2,550 2,550 ０

　課税世帯の方は、接種１回につき、1,000円の自己負担となり
ます。

　助成の申請は、福祉課・健康福祉グループ（せせらぎの郷）と
役場福祉課・地域福祉グループにて受け付けています。
　受付曜日・時間等は、次のようになります。

12月１日～
12月25日

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

せせらぎの郷
午前８時15分から
午後７時まで

役　場
午前８時15分から
午後５時まで

※日程等については変更する場合があります。

　町内の医療機関で予防接種する場合は、事前に助成の申請をし
てください。
　申請には、次のものを持参してください。
○印鑑○国民健康保険証もしくは健康保険証○母子健康手帳
　町外の医療機関で予防接種する場合は、予防接種を終えてから
次のものを持参して助成の申請をしてください。
○印鑑○予防接種費用を支払った領収書○予防接種済証○振込先
のわかる預金通帳等

　予防接種を希望される方は、予約制となっていますので、医療
機関には早めに予約（仮予約）をしてください。詳しくは、役場
福祉課健康福祉グループにお問い合わせください。

☎２０－７１００（せせらぎの郷）
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許
可
業
者
に
生
し
尿
・
浄
化

槽
汚
泥
以
外
（
浸
透
枡
な
ど
の

雨
水
・
側
溝
の
泥
）
を
く
み
取

ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
で
困
っ
た
時
、

困
っ
た
人
の
ご
相
談
は
…

◎
相
談
無
料
☎
０
１
７
‐
７
２

２
‐
１
０
２
５　

㈳
日
本
損
害

保
険
協
会
青
森
相
談
セ
ン
タ
ー

青
森
市
橋
本
２
‐
19
‐
３
三
井

住
友
海
上
ビ
ル
６
階

▼
相
談
日　

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
５
時

　

専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

の
有
料
配
布
を
行
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
価
格　

１
冊　

５
０
０
円

▼
申
込
先　

役
場
総
務
課
地
域

情
報
グ
ル
ー
プ　

☎
20
‐
７
１

１
１

▼
申
込
締
切　

12
月
11
日（
金
）

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

経
済
産
業
省

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成
21
年
12
月
31
日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

明
治
42
年
に
始
め
ら
れ
、
お
か

げ
さ
ま
で
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
様
か
ら
ご
提
供
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.m
e
ti.g
o
.jp
/

statistics/

問
総
務
課
地
域
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
20
‐
７
１
１
１

く
み
取
り
を
依
頼
す
る
際

の
お
願
い
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
の
く
み

取
り
が
混
み
合
い
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、
施
設
の

処
理
能
力
を
上
回
る
量
が
搬
入

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
し
尿

の
く
み
取
り
を
業
者
に
依
頼
す

る
際
は
、
お
早
め
か
遅
ら
せ
る

か
し
て
、
集
中
期
を
避
け
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
っ
て
、
な
に
？

　
「
確
定
申
告
」
と
は
、
そ
の

１
年
間
の
所
得
金
額
と
そ
れ
に

対
す
る
所
得
税
額
を
計
算
し
、

翌
年
３
月
15
日
ま
で
に
確
定
申

告
書
を
提
出
し
て
、
予
定
納
税

額
や
源
泉
徴
収
額
の
過
不
足
分

を
精
算
す
る
た
め
の
手
続
き
で

す
。
な
お
、
給
与
所
得
者
は
給

与
支
払
者
が
源
泉
徴
収
と
年
末

調
整
手
続
を
し
て
、
１
年
間
の

税
額
を
精
算
す
る
の
で
、通
常
、

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、

○
主
た
る
給
与
以
外
の
所
得
が

年
額
20
万
円
を
超
え
る
人

○
年
末
調
整
で
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
控
除
を
受
け
る
場
合

○
そ
の
年
の
給
与
受
給
額
が
２

０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
八
戸
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
八
戸
税
務
署
☎
０
１
７
８
‐

43
‐
０
１
４
１

平
成
22
年
版
青
森
県
民
手

帳
は
い
か
が
で
す
か

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
と
県
及
び

市
町
村
の
主
要
統
計
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
収
録
さ
れ
た
県
民
手
帳

金
手
帳
の
記
号
番
号
」、
共
済

組
合
の
組
合
員
番
号
な
ど
、
一

人
の
方
が
複
数
の
番
号
を
持
つ

こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
不
便
さ
を
解

消
し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
平
成
９
年
１

月
か
ら
導
入
し
た
の
が
「
基
礎

年
金
番
号
」
で
す
。
基
礎
年
金

番
号
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
保
険
・
共
済
組
合
と
い
っ
た

す
べ
て
の
公
的
年
金
で
共
通
し

て
使
用
す
る
「
一
人
に
一
つ
の

番
号
」
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

転
職
や
退
職
な
ど
で
加
入
し
て

い
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ
た

り
、
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て
も
年
金
番
号
が
変
わ
ら
な

い
た
め
、
年
金
相
談
や
年
金
の

裁
定
が
ス
ム
ー
ズ
で
確
実
に
な

り
ま
し
た
。

　

年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年

金
手
帳
や
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
な
ど
は
大
切
に
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

問
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
０
１
７
‐
７
２
１
‐

３
８
２
１

めざせ！　リサイクル率アップ
資源物の収集にご協力を！
　町では月１回、資源物収集を行っており、「捨
てれば“ごみ”活かせば“資源”」のスローガン
のもと、ごみの減量化・リサイクル率の向上に取
り組んでいます。
　町のごみは、三戸地区クリーンセンターで処理
されていますが、運営負担金はごみの量によって
決められるので、ごみの量が減ると町の負担金額
も減り、みなさまの税金負担が減るのです。

　正しいルールで分別し、町民みんなで３Ｒ（ス
リーアール）を実践しましょう。

３Ｒとは
⇒⇒⇒

R educe （リデュース） ごみの発生抑制

R euse  （リユース） 再使用

R ecycle（リサイクル）ごみの再生利用

問役場町民課住民環境グループ☎２０－７１１３
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■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
11
日（
金
）〜
12
月
20
日（
日
）

　

こ
の
時
期
、
お
酒
を
飲
む
機

会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
警
察
で
は
パ
ト
ロ

ー
ル
や
取
締
り
を
強
化
し
ま

す
。
事
故
の
な
い
明
る
い
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

●
年
末
年
始
の
犯
罪
と
事
故
を

防
止
し
よ
う

◇
多
額
の
現
金
を
置
か
な
い

　

戸
締
ま
り
は
確
実
に

◇
ス
ー
パ
ー
等
混
雑
す
る
場
所

で
は
ス
リ
に
注
意

◇
車
に
は
ロ
ッ
ク
、
貴
重
品
は

車
内
に
置
か
な
い

◇
冬
休
み
で
開
放
感
に
浸
り
が

ち
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
に
も

目
配
り
を

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
警
察

で
は
特
別
警
戒
に
入
り
ま
す

〜
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
〜

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

消
火
器
に
よ
る
人
身
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
の
多

く
は
、
製
造
年
数
が
か
な
り
経

過
、
ま
た
は
、
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
て
腐
食
し
て
い
た
り
等
の
老

朽
化
に
よ
る
破
裂
事
故
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。　

　

消
火
器
に
つ
い
て
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
消
火
器
の
注
意
点
】

◇
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
場
所
に

置
い
て
い
な
い
か

◇
湿
気
の
多
い
と
こ
ろ
に
置
い

て
い
な
い
か

◇
腐
食
し
て
い
な
い
か

◇
ホ
ー
ス
が
劣
化
し
て
い
な
い
か

◇
薬
剤
が
固
ま
っ
て
い
な
い
か

　

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

自
宅
に
あ
る
消
火
器
を
点
検
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
消
火
器
に
異

常
が
あ
っ
た
場
合
、
と
く
に
腐

食
が
あ
っ
た
場
合
は
、
危
険
で

す
の
で
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
、

処
分
業
者
に
、
廃
棄
処
理
を
依

頼
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
放
射
し
た
り
、
解
体
な

ど
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
防
署
で
は
消
火
器

の
回
収
及
び
解
体
等
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
消
火
器
の
処
分
業

者
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
田
子

分
署
（
☎
32
‐
３
１

０
４
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

　

損
害
保
険
一
般
の
ご
相
談
も

受
け
付
け
し
ま
す
。

◎
弁
護
士
無
料
相
談
も
あ
り
ま

す
。

　

青
森
相
談
セ
ン
タ
ー
受
付
と

な
り
ま
す
。

▽
毎
月
第
４
水
曜
日　

午
後
１

時
〜
４
時　

予
約
制　

要
面
談

※
弁
護
士
相
談
は
、
予
め
前
日

ま
で
に
予
約
し
、
手
持
ち
の
資

料
等
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
22
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
平
成
22
年
２
月

28
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１

７
２
‐
38
‐
０
５
０
０
）
ま
た

は
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

刈
田
中
雀
は
い
ま
だ
群
れ
解
か
ず 

簗
田
翠
芳
（
孝
芳
）

鳥
渡
る
見
ゆ
る
か
ぎ
り
を
仰
ぎ
け
り 

佐
藤
せ
い
じ
（
清
治
）

野
菊
咲
く
鉄
条
網
に
囲
は
れ
て 

原　

瓢
子
（
徳
造
）

秋
う
ら
ら
ま
わ
し
真
白
き
豆
力
士 

森
き
よ
し
（
清
）

千
振
を
摘
み
し
妻
の
手
舐
め
て
み
る 

田
畑
幸
栄

こ
ぼ
れ
萩
幼
の
軍
馬
征
き
し
ま
ま 

柳　

青
郷
（
政
司
）

何
も
彼
も
稲
刈
り
終
へ
て
か
ら
の
こ
と 

原　

秋
月
（
菊
次
郎
）

残
さ
る
る
思
ひ
も
少
し
鳥
渡
る 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

婚
の
使
者
終
始
ほ
ほ
え
む
菊
日
和 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社俳句会（会長　簗田孝芳）

俳
句

（
☎
０
１
７
８
‐
70
‐
１
６
６

３
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
今
月
号
の
「
田
子
町
誌
ア
ラ

カ
ル
ト
」
は
、
紙
面
の
都
合
に

よ
り
休
載
い
た
し
ま
す
。
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10
月
18
日
に
田
子
中
学
校
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
１
カ
月
も
前
か
ら
練

習
を
始
め
、
特
に
10
月
は
、
昼

休
み
も
返
上
で
歌

い
続
け
ま
し
た
。

そ
の
間
に
あ
っ
た

級
友
同
士
の
衝
突

な
ど
数
々
の
ド
ラ

マ
を
乗
り
越
え
、

気
持
ち
を
一
つ
に

し
て
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
は
１

年
生
で
す
。
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
も
、

ホ
ー
ル
で
歌
う
の

も
初
め
て
の
経
験

で
す
。
み
な
緊
張

し
た
表
情
で
し
た

が
、
中
学
校
で
半

年
を
過
ご
し
た
成

長
ぶ
り
が
歌
に
も
表
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

２
年
生
に
は
勢
い
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
わ
よ
く
ば
３
年
生
を

追
い
越
し
て
最
優
秀
賞
を
勝
ち

取
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
意
気
込

み
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
１
年

生
と
は
明
ら
か
に
違
う
中
学
生

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
３
年
生
で

す
。
今
年
も
、
心
に
響
く
合
唱

が
ホ
ー
ル
全
体
を
包
み
込
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
３

年
生
と
言
え
ば
、
最

優
秀
賞
争
い
。Ａ
組
、

Ｂ
組
ど
ち
ら
も
、
中

学
校
生
活
の
大
き
な

思
い
出
に
す
べ
く
そ

れ
を
目
指
し
、
お
互

い
の
レ
ベ
ル
を
高
め

合
っ
て
き
た
の
で

す
。
今
年
も
甲
乙
つ

け
が
た
い
対
決
で
、

審
査
時
間
が
昨
年
の

倍
か
か
り
ま
し
た
。

　

緊
張
感
が
高
ま
る

中
で
の
成
績
発
表
に

な
り
ま
し
た
が
、
栄

光
を
手
に
し
た
の
は

３
年
Ａ
組
で
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
大
き
な
歓
声
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。
優
秀
賞
は

３
年
Ｂ
組
、
優
良
賞
に
は
２
年

Ａ
組
が
入
り
ま
し
た
。
指
揮
者

賞
は
、
３
年
Ｂ
組
の
課
題
曲
の

指
揮
を
務
め
た
獅
子
内
信
人
君

に
決
ま
り
ま
し
た
。

学
校
の
話
題　

 

田
子
中
学
校

誕生
●菊地悠

ゆうま

馬（範晃・智子）／道前
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●三田秀勝（飯豊）
　髙山由香里（南部町）

お悔やみ
●中村志郎（85歳）長坂
●富倉　勲（74歳）川向
●飯豊はちゑ（80歳）野々上
●髙橋トモ（83歳）七日市
●市川笑子（71歳）野々上
●中村博一（59歳）夏坂
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
21
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2292（－２）
人口／6809（－９）
男／3302（－５）
女／3507（－４）

（　）内は前月比です

12月の主な保健・介護予防事業予定表
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●12月1日（火）
　結果説明会（せせらぎの郷）
　午前10:00～11:30、午後1:00～3:30
●12月2日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
　赤ちゃんふれあい体験学習
　（せせらぎの郷）午前10:00～11:00
●12月3日（木）
　結果説明会（せせらぎの郷）
　午前10:00～11:30、午後1:00～3:30
●12月4日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●12月7日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●12月8日（火）
　結果説明会
　（石亀研修センター）午前10:00～11:30
　（原交流センター）午後1:00～3:30
●12月9日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●12月10日（木）
　元気たべもの教室
　（田子幼稚園）午後1:00～1:30
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●12月11日（金）
　元気たべもの教室
　（田子幼稚園）午後1:00～2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30

　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●12月14日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●12月16日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
　結果説明会（上郷公民館）午前10:00～11:30
●12月17日（木）
　結果説明会（せせらぎの郷）午後1:00～4:00
●12月18日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　糖尿病予防教室
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00
●12月21日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●12月22日（火）
　結果説明会（せせらぎの郷）
　午前10:00～11:30、午後1:00～3:30
●12月24日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
　結果説明会（せせらぎの郷）
　午前10:00～11:30、午後1:00～3:30
●12月25日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　結果説明会（せせらぎの郷）
　午前10:00～11:30、午後1:00～3:30
●12月28日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

健康・介護に関する
ご相談はせせらぎの郷へ

☎20-7100

（
右
）
３
年
Ａ
組
（
左
）
３
年
Ｂ
組


